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組織における合理性と非合理性に関する考察 

 

本論文は第 1 部において理論的事項に関する研究を行い、第 2 部において事

例研究を行った。 

第 1 部においては、まず初めにウェーバー(1956)の官僚制論を中心とする組

織分析の枠組みを検討した。そこでは官僚制的合法的支配モデル、伝統的支配

モデル、カリスマ的支配モデルの 3 つの組織原理の特徴が検討された。その次

にルーマン(1964)の社会システム理論を参照して、社会システムのサブ・シス

テムとしての公式組織に関する理論的枠組みを検討した。最後にフロイトの精

神分析理論を応用した、精神分析的組織行動論の理論的枠組みを検討した。 

第 2 部においては第 1 章において事例を記述した。事例は 2011 年に発生し

た東京電力福島第一原子力発電所事故をめぐる首相官邸の対応である。第 2

章においては、第 1 部で検討された理論的枠組みに基づいて、第 2 部 1 章で

記述された事例の分析を行った。 

 

 

 

 


